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である◎

(2)随 伴性肋膜炎 では、発病後平均16病 日に滲出

期 に於け る赤沈促進 の頂点に逮 し、その値は平均78田 田、

平均39病 日に滲出期末期に於け る赤 沈遅延 の麗点に達

し・そ の値は平 均47斑m、 平均54病Hに 吸収期に於け

る赤沈促進の頂点に逮 し、その値 は平均77斑mで あ る。

(3)両 者を爵比 すると、随 伴性 肋膜 炎に於て原発性

肋膜 炎に於け るよ りやや赤沈の値が大であるが 、何れ も

全 く相似 の赤沈 の変動 を示 している。

(4)ア レルギ ー或 は免疫 と撞 めて密接 な関係 を有す

る赤 沈に就ての この事実 は、原発性肋膜炎のみならず随

伴 性肋膜 炎 も亦肋膜に於ける結核菌 を抗原 とするア レル

ギ ー性反応 であろ うとい う推論 に封 し、有 力な根拠 を与

。え るもの と考 え る。

摺 筆す るに臨み御懇篤 なる御指導 と御校閲 とを賜 わ り

たる沖 中教授及び北 本助教授に対 して謹 しみて深 甚なる

感 謝 の意 を表す。 、
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結 核 性 胸 膜 滲 出 液 の 蛋 白 像

東京大学医学部佐々内科教室(主任 佐々教授)

小 原 常 吉

(本論文の要旨は昭和24年4月 第24回 日本結1刻看学会総会において報告した。)

1緒 言 i

滲 出液 、濾 出 液 の蛋 白 量 測定 は 、Hoffmann(D1883

を 初 め 、Halliburt◎n(2)、 」。achlm(3)、Umber(4)・

/

Oswald(5)、GI◎yne(6)、Epstein(り 、Landsberg(8)、

Luetscher(9)、Seibert(lo)等 多 数 の研 究 者 に よつ て な さ

れ てい る。 そ して 炎症 性 の滲 出 液 ま、非 炎 症 性 の 淵 精液

よ りも蛋 白含 量 の 多 い こ と(1～8)、 ま た同 じ原因 で も
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それ ら漿液 瀦溜 の起 る場所 によつて蛋白含量 の異 ること

(T,さ らにそれ ら漿液 の母液 と して の血 漿の蛋 白濃度 に

よつ て、蛋 白含量お よび組成の異 る滲出液 の生成が ある

ことが知 られてい る(il4、7～10)。 この よ うに漿液の

生成には 、 血 漿謬質 滲透圧 の低 下、 毛細血管内圧 の上

昇 、毛細管壁障 碍が、程度の差 こそ あれ 、重大な役割を
ヨ

演ず る◎結核性胸膜 炎において も、特発性胸膜炎 、随 伴

性胸膜炎 、気胸性胸膜 炎の ように～型 の異 るに従つて こ

れ ら要因 に程度の差が あ り滲田液 の蛋白含量お よびその

組成 に差異を生ずる ことは当然想儀 され ることである。

結捜性炎症は 、結核形成 と線維素 性滲出 のごつ を特徴 と

し・ さらに線維素原(フ イ ブ リノ ーゲソ)は 他 の典漿蛋

白分闘である、 アル ブ ミソ(Alと 略す)、 グ ロブ動 ン

(G1と 略す)と くらべて血管 から最 も出 に くい蛋 白で あ

る(5、7、9)に もかかわ らず 、フィ ブ リノ'・・'"tiソ(Fと

略す)の 測惣 ま系紘的にあ ま り行われ てい ない。 ここに
さ

おいて著 者は、つ ぎにのべ るよ うに、結核性滲出性胸膜

炎を4型 に分類 し、各 型胸膜炎の滲出液 につい て、Fを

申心 として、総蛋白、AI、GI量 を濁定 し、各型間 の差

異をあ きらかに し、種 々の臨床症状 と比較 して、各型胸

膜炎聞 の差異 、お よび気胸性 胸膜 炎の本態等について考

察 したい とお も5◎ ・

II胸 膜炎の分類

この研究 を行 う際に、胸膜 炎の各病型 によつて、成績
む

にあき らかな差異があ らわれ ることを考慮 して、滲出性

胸膜炎 をつ ぎの4型 に分 類 した。

(1)特 発性胸膜炎:臨 床 的に肺 その他 の臓 器に結核

性病変 を認 季5ず、また既往症にはつき りした結 僕性疾患

が な く、臨床上特発性 と認められ る もので 、一次 性ある

い は原発性胸膜 炎 ともいおれ る。

(2)随 伴性胸膜炎:臨 床 上 す で に肺 に軽症 、中等

症 、重症 の肺結核が存在せ る場合に胸膜 炎の起つた もの

でし二次 性胸膜炎 ともいわれ る。

(3)気 胸性熱性胸膜 炎:人 工気胸療法経過 中に発 生

する漿 液性胸膜炎で 、発熱反応 を伴つた一定 の症 候群 を

有 す るものgす なわち胸部不快感 ない し胸痛 、種 々の程

度 の呼吸困難 ・咳琶軟、圧迫感 、頭痛 、悪心 、嘔吐 、食慾

不振 、全身倦怠感 、体重減 少な どがあつて体温38度 を

越 える もの。

(4)気 胸性寒性胸膜炎:人 工気 胸療法経 過中に発生

して、上記 の症候群 もな く、発熱 もない もので ある。多

くの気胸性胸膜炎は之に属 する。

ここに特発性胸膜炎 は結核初感染に引 きつづいて比 較

的早期 に来 るものが多 く、これ はまず肺 に初期変化群が

形成されてから起るのであるから、厳密にいえば=次 性

である。また肺丙に病巣が存在する場合でも臨床的にこ

れを発見 しえないこともあり、これは実際には随伴性胸

膜炎というべきであろう。従つて特発性胸膜炎と随伴性

胸膜炎とは鑑別困難なことがありうるわけである。

また気胸性胸膜炎は、肺内病巣}ζ対 して気胸療法を施

,行 中に生ず るもので、広義 に お け る随伴性胸膜 炎であ
ぐ

り、発熱その他の症状の有無によつて》熱性および寒性

に分けたがギこれらの間にはもちろん移行型が存する。

従つて時には分類困難なこともあつだが、大体におい

てほぼ前記の4型 に分類 して研究をすすめた。

III検 査 方 法

当教室お よび東京逓 信病院 結核科 における入院お よび

外来 感者61名 について測定 を行 つた。測定方法 はすべ

てHowe氏 法(11)に よる。 ただ滲出液 中のF量 は、血
'漿

のそれ に くらべ ると、いち じる しく少いため蔭酸 カ リ

を くわ えずに、穿刺後 な るべ く速 かに、滲出液 の10・Ooc

時 に5・Oceを 用い、析 出 させた フイ ブ リンを硝子線維綿

で濾過 し・取出 した フイプyン を直接 澱 量 一Kjeld概

法で測定 した。

最高体温は 、胸膜 炎の経過 中に測定 され た最 高体 温で

あつ て、滲出液 穿 刺 時 の体温 ではない。胸膜 炎の性 質

上 、数 日ない し1週 間以上持続 した発熱経過 中の最高の

ものを記載 し・あ きらかに他 の原因 によると思 われ るも

のは除外 した。 ノ

IV案 験 成 績

各型胸膜 炎61例 の滲出液蛋白儀な らびに、検査事頚

を・各型別に一括 して、第 乳～4表 と して あげ る。

い まその滲 出 液 に つい て、総蛋 白)A1、G1、F、

AIIG1一比 、残余 一Nの おのおのを、Thompson棄 却検定

法(12)を 利用 し、危険率(の を0.05と して 、棄てて

よい値は棄てて標本 値の棄却限界 、および母集団平均値

(血)の 信頼限界 を、各型別 に計算 する と、第5、6表

に示 され る。経過 を追 つた例 でば、その第f回 の笑験償 を

とり、穿刺 の時期 に関 しては、無作為的に これ を選 んだ。

v総 括および考按

Eイ ブリノプ ヨ 嚇 発性では平場7生8岬 で
最 も高 く■つ い で 随伴 性33・5ZP9!dl、 気 胸 性 熱 性24.O

お
mg/d1、気胸性寒性5・96㎎ ノd1で ある。随伴牲 と気 胸性熱

性 との聞 には有意の差 は認 められ ないが 、その他 の聞 に

は、特発性 〉随伴性 〉気胸性熱性〉気 胸性寒性 の順 にそ
ノ

れ それ有意 の減少 を認 め る。 日暮(13)は 滲出液 中のF量

__,36
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第L表 銘1類,特 発 性胸膜 炎

1

例

'『1

氏 名 性年
齢

奪

診断(穿刺側)
ブイ プ

リノ ー

ダ ン
総蛋白

アル プ

等ン

グ ロ ブ

リ ン
AI/GI 饗余齢 貯留期間翻 最高

体温
血構

♀

♂

〃

23

36

〃

P1。ex郎 加 護1)
ψ

PLex鰯 蜘 。(1)

〃`'

100

123

133

5.72

5.78

5.60

2.64

2.51

2.19

2.98

aユ お

3.28

0.89

0.80

0.67

35

39

68

A/咀47→

E棚4W

MIV48今

鵜19/V『9W
轡

〃"

16棚

26/V

12/U

390

3go4'

〃

118

61

56

十 十

+1+

り"

■ 〃 〃 〃 、133

3_♀201}蒸 ●ex露●si】【レ(1>'117

.1

4■ ♀37Lexs・dex・ ω51・2

5♂128L晦d晦 ω7a7

6面1・PL藷 誰1
69。57♀24P1。ex露βi=【1。(1)

〃

〃

〃

＼8

9

〃

〃

〃

〃

飢

餓

烈

り

♀
一
翁

〃

〃

〃

〃

10

〃

Plasma→23

Le凶,sfh。(1)

27PI.ex3、d6x。(T)

し5He　 d　 (,)

11

〃 〃

5。281。953.19∫

5。422.782.52

5。552。822.69

醒

95

92

2
。
鼠

鉱

92
の2

0

哩■

-
ゐ

〇

一

3

7

コ

サ

ロ

3

3

9
翻

77
の

2

26
の5

0
4
AU

Aり

7
蓼

ゆ

の

7

FO

31
の5

0。6124

1。1

1.05,33

1。1837

1・1226)

0。9324

1.21嫁

92.2管5.572.792。691.q4

73.25。672。922.671.1

64。4

47

(39952
。3

44.8

6。02

4.80

7.28

5.75

5.48

2.262の700.84

2。23 .2.520.88

3.883.001◎29

3.242.461.32

3.062.3S1.27

64。45.582.932.601.13

42.65.34

・251.exβ,dex.(r)54.45.092。662.3S1。1♂

〃

〃

〃

〃

〆1/

〃

604.972.792」111.3240

51.74.S22.901.871.55

〃3/種

3・12/理'47舳4W22/租

28!1,49今31/1

24/豆4W

6/皿'49今1紐
・13/W9W

A/N'4窃

/W4W・ ・!W
8/皿49ち

S/皿7W・ ・/∬

39〃18/】 甦

40〃25ノ 】旺

35〃9乃 皿

18〃22/XH

沼湖 騒/W4W4/W

33・18/晩 ㎜もW2・!U

2825/U犠/皿4W2町

24〃13/租

2gA/X際 聯4!宝

241㌶1
σ'鴇

〃50一 〃 〃

3go4'42十 十

38◎5'54十 十

39Q3'77十 十

3go7'51十 一十

$go76十 十

〃

〃

〆

3805'

〃 〃

〃 〃

〃 〃

"ぞ

67十 十

38060十 十

3805'68

〃

十 十

〃 〃1

3805'63十 十

〃

〃

〃 〃

4〃 〃

く註 〕1)総:蛋 白 、 ア ル プ ミ γ1グ ロ ブ リ ンは9/d1で 現 わ す0

2)フ ィ フ、リノ ・一ゲ ン、残 余N ,はmg/dlで 現 わ すo.

3)胡G1馬 ア ル ブ ミ ン:殉 プ リ ン聡 卑 わ す・ 。

4)一1経 過 を迫 つ ナこ例 で は 、推 計 学的 取 扱 いに お い て1初 回 穿刺 液 を採 用 しナこ。

5)実 験 値 で線 を ひ いナこもの は 、Thom鉾on棄 却 検 定 法 に よ り1a=0・05と して す て
㌦ 騨

て よい値 を示 すo『

6)?餓 脚 、為→ は 、 同時 に採 つ ナこ血 漿 の蛋 白分 割 を示 すo-

7)湯 田渡 殿 留期 間 は週 を以 て 現 わyp

8)血 沈 はy....時 間値 を示 す。

9)以 下 の表 も同様 。,

馳__37__鴨



13

.

馳

曳

,

'

++++築++1藁+1±
_ミ_㌔ ±++++闇 誌

+++,+態++1、++誌 ÷++++千 曝

崔9圏 舘 遷 沼 8爲 霧8C巽hiミ 苫$
ヘ へ ぬ 　 ぢ は ヒ へ し へ

葱 露 露・霧
.Σ 霧 § い 霧蝿 慣 箋 婁 蔓 § 蝕 爆

}

慈
蟹
潔
翼

一

魑.{
㌃

。
導

皇

国
(

。。
H

　

な

繁
み{

と
禽

}

出
＼薫

陶
お
H

留
お
州

.

歳
＼斜

日
＼諸

目
溢

目
希
同

国
＼コ

}
…

目
お

、
舅
お

目
＼曾

β

＼O
H

,

,

津

◎ウ
,
＼斜介
O
鴫
≧
　＼卜

δ
郊
』

お
肖

ψ

㌧5
卜
謬
δ
¢『全
⑦
ぎ

舅
＼O
H

-

.
津

¢
H
鮒

＼◎。
↑
⑦ぎ

b
＼α◎
一

法

り
,
お
引
↑
⑦
ぎ

ト
＼り
β

跨

り
ト
お
H↑
⑦
ぎ
乙
耐

熱

,

香
落
謬
鳶
全
⑦
酬
昌
＼ぐ

/

〉
避
寸
図

鳶
↑
ト
ざ

酋

お

ノ
.

㍉

.

㍉

、

.
汐

薯

ヒ

房

δ

》
』

お
斜

、〉
渚
α◎
自
営

8

ぎ

国
〉
『

卜
'
頬
白
奇
斜
δ

斗

同
お
斜

≧
「㊤
昏
×
＼国
お

ぎ
謬
＼<

津

螺
目
お
e『
↑
o◎
ぎ
目
◎う
斜

〉
ノ
ト
堅

＼お
誌

略
』

宮

＼

((1圃 ㌔

鵠 副 喬 編 出 自 叙 争 論 鵠 曹 論 結 霧1奏 賀 黄 繍 躍

の
_薄

寒

暑葦

姦臣
置
延噸

r

鰯e
馬MO自 賠 冨 霧 雪 湧 留 日H。 霧 爲 壌 。 袋8紹 躍の な

。HH
　 ら リ ロ ロ の

←→ 回 凶oo目
の 　 　 の 　 の 　 の ロ 　 の の や 　 のOO

NIH、HOH円 凶 祠 、OOOO

郊
O
.o◎

、

O
卜
。斜

O
卜
。参つ

O
⇔
.撃つ

㊤
り
.¢窪

H
り
.醗

㊤
¢
。鈴

◎◎
斜
.oう

、

　　

◎o
鈴
。¢測

O
⑦
.斜

卜
O
.斜

Φ
り
。斜

ら

6う
寸
.翻

一

。◎
O
.斜

　

寸
一
.c煽
,

【

叡
卜
.α

一

蟄

δ

皿

鴇

.斜

矧
ゆ
。前

略
ゆ
.c煽

かう
郊
."

oう
㊤
.斜

.

ト
ゆ
.斜

霧

.斜

,
6う
ゆ
.眺

雪

.こ浬

副
ぬ
.㎝

回
訓
.蔚

ヅ
玲
帆
。e『

ト
リ
d

,
州
鴫
.斜

ゆ
郊
.
斜

O
卜
.斜

・
等

.Gq
働

輪
翰
.㊤驚

ゆ
ト
.斜

◎o
◎o
.斜

かう
斜
.⇔

斜
斜
。斜

O
り
.斜

畿
oo
。
斜

H
O
.斜

φ
肖
。¢望

.

・¢う
り
.斜

露 鳶

§夏

雲 ・

餐 事

ξ

吏羅

,

、

気
智

巳
熟

覧
ト

ミ

ト

ゆ ¢◎oト

の ゆ
郊i◎

釣 目OOOr串 〇 一 ぬ ゆ 斜 的OD寸 Φ 鯛 ・ 斜H◎}o◎閃 閃
rl肖 脅9「!r!絢 肖 『!吟 聖 明 ・ 鰻 飛 吟 笹 触 《発

想 り ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ しQLQゆ しQ蝉 とoゆ め ト ゆ ト ゆ

遭
懸
鎚

oo⇒ り 州 ⑪oO斜 卜CA帆 ぬoト ◎o◎ ◎ooq斜c◎ ⑩o斜 鈴

蘭 蝿 調 練 舗 紹 調 壽舗 絶 無極
熱

)

笥)㌧ 一

ト 鮎

ヤ1

卜 ＼

↑

雨
霧

三

角

.
む

(臼
)
.図
①
4

。繊
猟
O

.
判山

↑

窃
寡

"
観

・
.畏

の

.属

官
)
.×
O
や

.鶴

か

.一鎖

(
弓
.q
届

.亀駐
網
①

.
一角

の

、

(』
)
図
O
℃

.m
属
Φ

.一
角

、
(5

.図
Φ
℃

.m
×
①

ド
一山

.
ミ

e

.q
嶺

.貫

O

.【q

(5

.凶
O
℃

.畏

①

.一角

(剛Y
q
畷

.譲

⑦

甑【角

、

(臼
)
.図
O
℃

.の
図
O

、
一曲

蔦

.

r

(
も
.q
胡

.g駐
N
O

.一
角

↑

嬉
塁

6
蛋

ρ
).
q
霊

.釦塗
替
O

.
一山

(臼
)
.×
Φ
℃

。畏

Φ

.一
鎖

(巳
.藏
憶

.雛
擁
Φ

.灯
明

懸

9お 鎗 無1需 お ㍉ 無 εミ 等r鵠 お$腐 肉 露 ミ

〈0〈 ◎ 〈OO← 無 く0〈0ミ,.ミ レ ◎卜 ◎トr〈Oぐ0《0◎ ト ◎ト 《hミ}.

(翠
黛

)
盛

∴

輩

領
一

一

■

震

■

ゆ
斜

、■

㎝!蕊
　

■

.
番・帆

■

、
¢潮帆

■

…
尉

　

■
■

画
8

.■

「

.■

…
。門

.■

蛤

■

.、

■

,

■

、謡

■

筥

■

、

■

磨

■

二

■

筥

■

.輯
　

榔

蜜

客

、 燈

禦
婆
螺
撃
津
源

、騒

麟
無

螺

蔚
蟄

鰯

塾

〆

__繍38



137

弾

〆

一

一、

鼻

OO

あ◎

鵠

のう
ぎ
深
お

き
罵
o
藤』

＼蕊

お
瞭と

＼H

㌧

陛

記窮

o◎
。

◎◎

(O
・
q

鴇

ム.
鎧

O
①

⑳

o◎
納鱒

塾

態

ら

且oう

序

。。
ざ

津＼

鷺

、暴

◎斜

O .
回

卜》

。
¢『

㊤
郊

.斜

畿O
.

蝉

◎◎
.番う

同

齢

㍉

暴

誌

1

1

O
斜

あ◎

鵠
。。
ぎ

津お

拷

鈷

寮

母ミ

。。ぎ

夢
お

.、

斜斜

籍.
帽

ご『H

.
斜～

.

番う
ゆ

.斜

ぬO
.

噸

り .
斜

(桝
)

滋繊

.負

.
缶

ト
H

⑳

ト
◎う

魅

奏

昌

墾

眠ψ

'

◎。
寸}

余
儀

㍉歯

■9

夢中

O.

。◎

誌

転
鞭
藁

魅

無

"

'

塾

。。
蝉』

＼り

謬

、

燈

⑦ .

自

㍉

㍉

藤

盲

一

輪

辱

㍉
◎
ト
ぴつ

寒
着

雪
.

津
ぢ
。。
坤、

国

家

㌻
酋
鳶

噸

O¢つ

黄.
肖

8 .
斜

電♪
ゆ .
斜

参う
O.

郊

⑦ .
噛

(臼
)
鎖

題
ム

頃
恥

鈴
瓠

Φ

O
⇔

「

◎

一

ゆ
H

為9

0う

建白

津
。う
H
図
＼隊

。。ぎ

謬＼
り

魁

斜 .

=

(
ぐ

滋砿

.
良

娼

鈴
¢『

Φ

嶋
⇔っ

十

「

斜
ゆ

9
鈴

津
お錦

琴の

陣

営↑
。。蝉

勢

會

11
1

削

壁

.

島壁

が
p

c満 .

鷺

.

e

昏
℃

昏
自

卜
oう

Φ

誘

十

1

番う
¢つ

函

且oう

。。郊

}

詳
審っ

琴象

亀會

お藤

』
貢

鋸っ
㎝

◎◎ゆ

.
O

なつ
O .
帆

、

Oり
.

自

一ぜ.
⑩寸

鈴.

鴇

(一言

腿

ム

蛋

⑩
帆

Φ

⇔う
oつ

蚕
蟹
燦璽

総
省

鶏
&遮畷

匝
口

無撰鰍

露

寒
醜

業

疑

ヨ

覇
完

該
蘇
蜜

δ＼霜

湯

筒トロ熱

あ

卯トミト

伍
商
鎚

、

冬

ξ

、気トや叡

(
奉

暴飲

)
塩

紬織

輩無

藝

蝉

蜜

竃

『

霧

諾
亀

嵩.1,

'

蝿

霧

禦
墨
塁
製
轍
躍
塁
恢

、無

闇
蕪

構

想
熱

曹

!+++,1藤++

十 十111藁.十 十

O
oっ

o
O
◎う

蔚
蝉

蕊

o
O
畔

響

。
9・
。。

,

。う
肖

◎
。◎
的

霧

o
⇔6
鈴

食

あ

&

oう

ト
ゆ

あ

◎
。◎
o㌻

自

＼口

≧
＼ト
帆

專
、霞

希
H

亀
湊

お

。。ぜ
』

＼輯

髪

斜

輿
論

目
お
磯

明
遜
自

署

・・↑。多

蕊

(糊

,量

野

牛8
き

斜

(繍

、

6
ぐつ

含

斜
.、自

＼・・
多

野

二

(
鵠

き
鵠
。曽』

言

語
ざ
図
＼筥

・

ぴ
⇔・

含

幾

＼壕

ト郊
』

禽

ひ
。つ

ζ

図、屋

、図
、震

籔

津

¢曙
oう
寧

澄
斜
お

ぎ

一
誌
H

・
譲/

,鑓

H

ゆ
斜
.
目

矧
蝉
.H

鵠

.H

O
O
.O

"

oう
.目

卜
oっ
.回

輯

.H

O
斜
.白

雲

.肖

斜
.H

卜
oう
.斜

」
Φ
O
.⇔っ

州
¢曙
.H

◎◎
◎◎
.凶

ゆ
O
.斜

弱
め
.斜

O
目
.oう

ゆ
畏

物

的
瞭
.斜

お

。
c儀

O
oっ
。斜

薯

.oつ

蝉
◎◎
.oう

◎◎
H
.的

6っ
O
.⇔う

恕

.H

斜
O
.偽

り
叙
.郊

d
矯
.斜

♂
畿

ゆ
り
.蔚

紛
。◎
.叡

oつ
ゆ
.ゆ

一
c儀
.卜

o㌻
矯
.ゆ

鵠

.卜

H
⑦
.噛

・・
㊤
oっ
.嶋

O
。◎
。ト

。。
卜
.嵐

卜
醗

ゆ

。◎
α
.藤

¢曙
斜
。ゆ

熱
球
.oう

斜

冒

的
)

H
.
郊
ゆ

0
8

)

斜
.
凶
的

O
.鈴
斜

お

藤
)

団

O
斜

麟
.斜
偽

造

.繕§

(こ
.×
①
郊

.山
醸

↑

"
皇

"
罷

」

(網)
.幽
鋒
噂

.負

.山

↑

認
日

誇

鼠

講

㍉
寧

e

.幽
鋤
で

.外
角

♂

臼
器

扇

卿
拶

(臼
)
.山
砦

。畠
、歳

ジ

ε

.魯

℃

。織
.角

ε

.縁
①
℃

.昏

.鎖

(与
.角
づ
で

.α
。q

斜 斜 鶉 無 畏 藁 鷺 曾

.〈ρOト(*〈0〈OrΦO卜

■■■昌■■■ ■
鵠 農 賃 霰9も お 斜

懸
懸幽一_

潔
露、

起 扁}

一 日

纏頭畷葦

一一

憲匝
頃

蝋讐

露

原

融

螢 。

墨

田

麗

一

法

娯 ＼

鰹{　営㎞ ■{-m　

重
く

3r一

ト

も
「幕「 一

.ト

豪

トN 一

皿
餌繕

,～ 一一一■一一

識N

ト 気

筒ミ
暫

ん
犀
翼
魯
墨

継
二.

1・輩

母、 一 一 一'閏 一

撃

娯

眠

偽

一一=一..一

零

,

蝦
鎖
翼
翼
鍾
撃
羅
紋

"照

的
無

鰹

鈴
蕪

一一39__・



138

"

一

』

ll無 熱 済 し1塾lllll11餐1㍉ 、II領 も_,

'

ll態11無 しrlllll築1熱hl㍉ 紙 レ11㍉1

鎗 醤 雪 、9竃8

や

8壌 呂 曾 鵠98
r

ε 爲 ぬ知

歯
。
畠

㍉

幽

、
q◎
o
鵠

減

9

0う

み
o
お

o
ト
⇔っ

畿

o
卜
婦

門
馬◎

卜
oっ

.
輌

9

0う

あ

◎
ゆ
⇔っ

為

o
蕊

、
。◎
。
鵠

も
c曙
o卜

◎う

へ
1領 誌O

鵠

＼
歳
禽

竜
』
鳶
H

睾

卜
評

⑦
ぎ
歳
、目

目
溢
斜

ト
お
斜

卜
尉

等
自
書

卜
＼斜

ミ

お

.』

＼爲

惣.

ミ

お
ぢ

屠
壼

昌
お
回

α。
畑
島

言
屡
鳶
一レ

。。
ぎ

換
歯
回

。。
寸
蓼

ミ

。。
ざ
霞

蕊
回

。。
ぎ
冒

お
蚊

O
ぎ
酋
雪

O
ぎ
自
営

鶏

滋

鳶
斜

。ゆ
藤
島

鳶
帽}

琴
。。
謬
墨
書

8
や
』

魯

・

・

風

塵

◎

心構

、
築ゆ

『

題

,

≧
ト
ト
鯉
O
ぎ
留

、O
oq
8
ざ

国
〉
『

d『
尋琴

G『
凶
龍

田

＼凶的
δ

ぎ

目
＼⑳
斜

塔

ミ

、

荊

冠

餐
、

珍

の
蔚
尊

母
、州
一季
◎o
郊
』
図
＼O
斜

だ
困

.・

.

塾

琴

ト
oつ

の
寸
、蟹

奇
弁
◎◎
懸
、図
＼一
瓠

津

州
的
剛
7
尉
"牛
ゆ
ぎ

回
鳶
H

琴

鵠

O
螺
歳
お
肖小
◎◎思
臨
き
δ
H

琴

矧
斜
◎◎
割
目
蒙

ト
ぎ
画
く
囲斜

津

O
聯

。。郊
』

δ
斜
虞

議

N
雪

辱

8

肖

富

合
。。
ぎ

ヒ

類

拷

ゆ
O
⑦
ぎ
白
く
Φ
e曙
争
o◎
郊
、と
鳶
斜

面

も

拷
qひ
寓

螺
』

言
分
。。
ぎ
罠
葺

繧「
遜

」
～
◎⇔
鯉

O
ゆ
摩
＼肖
oさ
秦
◎o
ぎ
罠
お

8白 縮 織 田8鵠8お9oゆ
i◎oつ鵠

'

(
8釣

銭ト
目

8

.
(

。う
や

畔
斜

(
欝

欝

.H

ぜ
ぬ
.H

§っ
.H

・
㌻

.目

O
O
.O

房

.
O

oっ
⇔
.
O

め
O
.
祠

　

卜
9つ
.
肖

⇔っ
¢q
.
肖

⇔う
O
.一

.
ぬ
⑦
.O

O
H
.回

想
O
.
回

H
O
.一

¢爆
。D
.H

お

。O

お

.O

o昏
◎◎
.0

8

.H

、
卜
斜
.目

.
富

浦

8農 民 易 沼8βM9湖$器　 の の の の の の の の の の のN斜 斜 一
、一NrH一 斜HH潟曹

◎o
H
。斜

瞭
G電
.c電

.

咳

炉

面

虐

.H

畠

。錦

詮

.¢滞

り
鴎
.凶

器

、
。曙

.
植

.。懸

。曙
O
.
磯

部
坤
.的

oo
卜
.麟

譲

.斜

瓠
ぬ
。斜

9

.斜

の
嶋
。回

的
卜
.H

ト
ト
.回

ゆ
ト
.a

。。
畔
.斜
,

㊥
卜
.斜

斜

.凶

一
お

.斜

帆
ゆ
.¢『

的
帥
.斜

eq
◎◎
.¢『

O
.噸

⇔う
斜
。¢俺

e磯
斜
.儲

¢礒
O
.繭

螺
⑦
.蔚

鎗

.的

霧

。3

壽

6
⇔
.螺

6っ
瓠
.郊

め
や
.坤

思う
O
.
ゆ

⇔
凶
.㊤っ

瞭
り
.鈴

一

L

ト
0
6

瑠
O
.ゆ

の
蔚
.》

c曙
O
.
嶋

ト
ゆ
.蝉

騰

卜
◎◎
.》

痕

.想

ト
め
.畑

ト
ゆ
・や

、

-
なo
ゆ
.¢

3

頑躍

◎o
卜
.郊

⇔
蓼◎
.
や

り
斜
.Φ

O
り
.寸

c『
O
.ゆ

.

き轡 触 鱗 雲鷲 灘 §さ§§き§§雪融 箋

(
熾
.
唱

.畠
・店

.

㌦
・
油
脂、　・.

㍉

〃
暁∴
・認
擁

㍉

.、

e

.畠
鐸
℃

。幽
.歳

(鱒)
噂q
竃

.幽

.角

r

繍
P

/

・

、

.

。

辱

.

亘

.劇
暑

.鎌

.自

今
讐

畠

薯

q
.

㍉

・

の

一
(臼)図
①『

ξ

(見
.山
貸
℃

.氏

.告

(H)
副q
塑

.幽

.ら

.秘

、

(言

聖

画
感

3
麹
Φ
で

・身
巾

.塾

e

.
E

。、

.良

.自

宅
、

牝

.斗

e

。曾

で

。鋼
.角

(臼
)
.図
①
℃

。二
.島

♂

霞
器

鼠

嘘

、

.

型

ぐ

♂

葺

器

蛋

(葛
.昌
昌
℃

.繕

.亀

今
鐸
=
駝
¢
炉
嘱

ノ

顧

・.

6

鋸 ㍉r無 謬1蕊 ㍉ 斜 嵩 黙 黙 鶉 、 鵠 誌 歯1憲 紹 畠 ㍉i舘

Φ ㍉
◎
㍉ ミ ⑳ 、

.〈ρ ㍉(〉 ド ◎㌧ 〈OΦ 《0㍉ 〈O憲 。〈01智 ◎ト ◎← も 、 切

■

隻岩

■

・

や
■■

$

ア　ぬ

　

■

亀

■■■

。。剛

■ゴ■

導

-

、
,

■

等

■

專

■

等

■

.。・凱

■

。・寸

■■

類

■■

象

へ■■■■

霧
=

胆
一

1

40
。

鵜



139

'

・～

λ
加ト
ゐ
武
任
愁

鰯
築

盛

O
¢

の
の

◎
の

の
寸

◎
蜘

＼

◎

。

◎

◎
。

む

あ

鱒

O

四竹

r占.

～

晋8

(㌫爆

.
p
ノ
炬

12
.ゴ
論

り
嵐窓
燗

.
」
銀

U
嶺
憶
庫

Q

N

〃

ト

ミ

ト
Q

音
無

膏

喫
」

製

翼

"
{監

置

.
弼
蕗

貿

ゆ
↑
寝
起
皿
羅

Q
N

〃
帆

議
ヘ
ト
Q

任
驚
電
鍵

國

斜

謡

響

㍉恥
.

ノ

'
㌔

貼

雑＼
施

㌦

噸

ダ

/

ぴ

奪

遷
認
Q
刃
媚
鍾

刃
溝

憲

民

、

ζ

ヤ
へ

区

H

綜

郵

号

1

i
嚇も 唇

馨 し!1 1 葺 騨 1 1・ 奏

1 1 蓄 藝 署 監 整 1ミ ピ

斜蒙筆 録 守 壌 辱8豊
州

o
卜
¢㌻

・㌢

お

,

㍉碁
◎お

あ
9
鈴

あ
9

的

も
。
鵠

輪、曽
お

&
9
翰

あ

あ
o
鵠

あ
9
0う

⇔。
ぎ
母
＼鷺

曳
＼類

專

誌

命

ダ專
』

＼。e
目

零
』

お
斜

舅 犀 ヌ,
おi>i;こ お
_7鞠 毒

黒
き

お
ト
濤
H

唱專
亀
禽

・琴

帆
卜
⑦
ぎ
陣

＼⇔◎
凶お

ぎ
嗣

＼目

塞

ゆ

O
ゆ
、犀
お
↑
⑦
ぎ

と
＼糾

明
誘

き
。◎
卜
鰹
O
ゆ
襖
＼扁
♂
ぎ
目
＼く

円
通≧

「鷺
筆

酋
言

8
ぎ
舅
お
り

注

H
曽
お
↑
⑦
や
、
卜
＼自

評
琴

鈴
㊥

⑪
ぎ
図
＼o◎
H
李
。o
ぎ
墨

守

.

津

鷺

謬
お
肖δ

ぎ

出
＼門

覗

通

津

㊨
α◎
紀

8

、舅

＼三
お

ぎ
図

＼H
斜

踊

扇津

o◎
H
鍵

屋

＼扁
お

¥
日
食
斜

琴

逡

等

、目

＼O
お

郊
、
　
δ
斜

諸 島 鵠 蕊 蕊 蕊 鵠 蕊 蕊 馳 黛、斜

卜
6塁
.一

びう
ゆ
.一

鞭鱈

鵠

.
一

念

.
一

.
O
書
目

議

.
一

的
O
.H

O
o-
.『

》

鈴
oう
.
H

房

.
屑

δ

。O

ト
ト
.O

◎◎
O
.
O

⑰
り
.H

σつ
め
.
H

卜
⑩
.
H

9

.翰

⑦
◎◎
.
H

。○
卜
.
H

ト
ぬ
.
斜

8

。蔚

♂

.
H

呂

.e曙

霧

.銚

鍍
卜
.斜

8

.斜

、

ρ

斗

.錦

砂

、
O
郊
.斜

8

.斜

¢
『
で

O
。◎
.
d

民

.斜

め
O
.
錦

卜
卜
."
.

頬
蜀
.¢曙

◎◎
oo
.鑓

一

の
H
。
斜

二

.
e曙

¢
⑦
.H

6㌻
o◎
。的

.

め
¢
.
肖

⑦
の
。
的

6争
守
.
ゆ

の

.め

斜
.
郊

。◎
卜
.
ゆ

O
◎◎
。
ト

ト
⇔う
郊
)

O
◎◎
.㊤う

o◎
.
囲
H

輪

郊
O
.藤

ゆ
o◎
.o㌻

斜
斜
.ゆ

⑦
肖
.熔

◎o
O
.
ぬ

O
O
.玲

灘廓
ε

.山
ρ
で

.島

.幽

3

.山
隠
娼

.q
。q

糸
留
翼
器

嶺

圏

(臼
)
.握
①
鴨

。脳
.亀

(唱
.凛

皿

。幽
.以

愉

(姑
。q
磁

.幽

.繕

ε

.薦

包

.幽

.飯

(唱
。q
駈

.負
。自

p
e
.鋤
ぞ

4
函

ε

。議
ρ
℃

.自

.自

ハ銅).号

℃

ム
減

潟 鶉cO黄 等'沼 鵜 沼 も 審1熱 詣

Φ 〈6〈0〈0Φ 〈◎ 〈O〈0㍉ Φ ぐ ◎ト

四 四 關1■1關 ■
鍔i8芯}8逡 嵩 認 艶 態8ε

～

_4ユ_一_.



140

第5表 標 本値 の棄却限界(α=O・05)

特

随

発

伴

性i

性

気 胸 性 熱 性

気 、胸 性i寒 性i

総 蛋 白gr/dI

上劇 椴

ア ル プ ミ ン

gr/dl

上劇 下限

5.93

5。71

5.95

5.43

5。31

4。63

4。53

3。83

3.15

3。08

3.57

3.05

2.43

2。36

2.21

1.93

グ 鵜 プ リ ン

gr/dl爾
3。39

2。89

2。51

2。69

2.05

1。99

2.17

1.50

フ イ プ リ ノ ー

ゲ ンmg/dI

上劇 下限

137。3

58。4

38。2

16.5

12.3

8.6

9。9

0

Al/G1一 比

上劇 豫

1。45

1。39。

1。44

1。56

O。64

0.85

0.99

0。80

残 余 一Nl
mg/dI

上劇 下限

ge43
'

40

45

36

21

11

17

17

第6表

◎

母集 団亭均値(m)の 信頼限界(1一 α=0・95)

'＼ 項目

型別 ＼ ＼

特 発 性

随 伴 性

気胸性熱性

気胸性寒性

総 蛋 白gr/dI

5。72≧≧訟 ≧h5。52

X=5・62

N竃9
噸戦

5.32≧1】 【t≧≧5.02

X自5.17

N=13

5.49≧ …bM≧…≧4。99

X壽5.24

N=7

4.80… ≧m≧.4.46

X謡4・63

N=21

ア ル ブ ミ ン

9τノ(i{1

2.90≧bem≧2。68

x～2.79

N=10

2.82≧m≧2.62

x=2.72

N=14

ら

3、13≧rn≧2。65

x=2.891

N=7

2.62≧ltm≧ ≧2.36

X=2.49
やN

=20

ゲ'ロ プ リ ン

gr/b1

2.95≧twm≧ ≧2.50

X=2.72

N=8

2.57… ≧m≧2.3f

x話2.44

N=12

2.41≧km≧be2.27

X=2.34

N識6

2.23≧m≦19.5

X=2.09

N=:IS

フ プ リ ノ ー ゲ

ンmg/bl,

92.9≧m≧ta56.7

X=74・8。

N=11

40.2≧m≧me26。8

文=33.5

N=13

29.4≧Bln≧18.6

X=24ρ

N調6

7.90≧tm≧ ≧4.01

X=5.96

N=28

AIIGI一 比

1.18≧tam>O。91

X=1.04

N=8

1。20≧hM≧1.04

X蟹1。12

N=12

1.30≧ ヒn}≧…ヒ1.13

X=1.22

N=6一

1.2?≧m≧ ≧1。09

X=1.18

N=17

ギ

残 余 一N孤9/d1

35≧=瑚i≧18　 ヤ

X=32

N=10

30≧ 斑≧血

X謹26

N=13

37≧bm≧ 恵26

X=31 ノ

/N=7

29≧ln≧ 含24

X=27

N=2り

監 天:標 恥平均値N:標 本数

は21～117nig/dlで 、滲出液 の減退あ るいは消失す るに

従 い次第に増量 し、肝機能に高度な る障 碍あ る場合 には

滲出液F量 は少 く、かつ時聞的経 過に よる増減 はな く、

同時に血漿Fが 減 少 し、血濾値 も低い と6ぺ てい る。 し

か し滲出液中のF量 は、血漿中 のF量 に比べ て遙かに少

く、また一般に滲出液 中の蛋 白分劃は血漿蛋 白儀 に影響

され るのみでな く、毛細管お よび胸膜 内皮 の侵襲程度 、

さらに毛細血管 内圧 に も影響 され るか ら、滲出液 中のF

滅 少は・肝機能障 碍に よる血漿Fの 減少0み には帰せ ら

れ ない◎症倒30お よび60は 同一人 で両 側A工 気胸療 、

法経過 申に 、両側に滲 出液瀦溜 を来 した例であるが 、同

時 に左右 の滲出液 と血 漿 との蛋 白分劃 を測定tた 結果b

血漿 中のF量 は同一であるに もかかわ らず、左右滲出液

中のF量 には明 かに差があ るo

滲出液中のF量 と肇熱 との関係 をみると第1図 に示す

よ うに、胸膜 炎経過 中に測定 された最高体温の高い もの

ほ ど滲出液中のF量 が多い ことがわか る(標 本 相関係数

YETi)=O・81標 本数N=61、 母相 関係 数pは 信頼 度95%

で0・69≦ ρ≦0・88)。そ してFの 多い特発性 、随伴性では

殆 ど全例に、胸痛 ・咳噺 ・圧 迫感等 の炎症症状 が強 く、

Fの 少い気胸性寒性胸膜炎においては、それ らの炎症症

状は殆 どないから、滲出液 中のF量 と炎症症 状 とは平 行

す ると考え られ る。それ では 、F量 と血 沈値 とは どんな

閑 係があ るか。γ=0・19、-O.08≦ ρ≦O・45で ρ;Oの すな

わ ち両者には全 く相関が ない とい う可能性を除 外 しえな

い。 しか し血 沈値 は必ず しも胸膜炎 のみに左右 され るわ

けでな く、殊に随伴性 、気胸性胸膜炎におしては原疾患 で

'ある肺結接その ものに も左右 され るわけであ るか ら
、必

___42_
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ず しも正の相 関関係 潮証明 され ないこと も理解 しうる。

つ ぎに滲 出液瀦溜期商 とF量 との関係 は、Fの 多い滲

出液 ほど、瀦溜期間が短 い とL;え る(Y=-O・54,-O・71

≦ρ≦_0.32)o

i総 蛋 白 卜 特発性では麟 鞠 翫62gr/d1で最も
高 く、ついで気 胸性熱性5.24gr/d1、 随伴怪5議7gr/dl.

で、気 胸性寒性は4,63gr/dlで 最 も低い。総蛋白におい

て も・Fと 同様に、随伴性 と気胸性熱燦 との間には有 意

の差は ないが、その他相互 聞には、特発性〉気 胸性熱性

〉随伴性)卜気胸性寒性の順 にそれ ぞれ有意の減少 を認 め

る(第5、6表)。SdhadeandClaussen(14)は 、毛 細

管壁 の蛋白質に対 す る半透膜 の性質が炎痺に よつて 完全

でな くな るために、実効 滲透圧が小 となることが、滲 出

の最大 の原因 であ り、従つて毛 細管の蛋 白質 に対す る不

透過性が失われなけれ ば滲出は起 らず 、それゆえ滲出液

には程度 の差 こそ あれ必ず蛋白質ぶ存在 するとのべた。

したが つで炎症 の程度に よ り総 蛋白量 に差異 を生ずる こ
で

とは想像 にかた くない。 こ 蕊に総 蛋白量 と最高体温 との

関係 を しらべると、総蛋白において もFと 同様に、発熱

が高 くなるほ ど、 総蛋 白量が増加す ることがいえ る(Y

P.T.=O・68,N;54,0・52≦ ρ≦隻81)。 ただ この場合両者

の相関 の程度 に差が あるか とい5ど 、F量 と最高体温 と

の相関係数rFT=0・81と 総蛋白量 と最高体温 との相関

係i数Yp.T.=O・6Sと に差が あるとい5と11・4%.の 危険

を犯 すこととなる。す なわ ちFの 方が総 蛋白 よりも最 高

体温 と密接 な関係が あ りそ うだが、5%の 危 険率ではそ

の断 言は出来ない。 ノ

匝 ブミソト 気離 難 では・標本平廓9鯉
で最 も高 くbつ いで特 発性2・79gr/d1、随 伴性2・729翌/dl、

気胸性寒性2・49gr/dlで あ る。 しか し気胸性寒性 を除い

た他の三型間 には有意 の差 はな く、ひ と り気 胸性寒性 の

みは他の三者 との間に有意の減 少を認 める。気 胸性熱 性

茅特発 性}随 伴性 〉気胸性寒性 となる(第5、6表)。

庶熟 麟麓灘糠齢 鎌
気胸性寒性2・09gr/d1で あ るるそ して随 伴性 と気胸性熱

性 との聞 には有意 の差は ないが 、その他相互間 にはFと

同様 、特発性 〉随伴 性 気胸性熱性 ≧気胸性寒性 と有意

の減 少皆 みる(第5、6表)。

li'4ilZllililllC/Gi--」te卜籟 性羅L22鋤 性寒性…8・
願伴性1・12・ 特発性1・04で ・気胸性熱 性 と特 発戦 ρ

聞には有意 の差が あるが 、その他相互間には、差 は認 め

られ ない(第5、6表)o'f
"以 上F

、総蛋白、Al、G1、AIIGI-ieに ついてのべ

たが 、随伴性胸膜 炎 と気胸性熱性胸膜炎 とは、各項 目の

いずれにおいて も有意の差が認められ ない。すなわち、

滲出液 の蛋白測定に よつては両者に差 がない◎ さらに気

胸性熱性胸膜炎においては 、NicklasanaZa▽ ◎d(15)が

のべる ように 、必ず発熱反応 を有 し、胸部不快感 ない し

胸痛 ・呼匹困難 ・咳鰍 ・圧迫感 ・頭痛 ・嘔気 、嘔吐 ・食欲不

振 、全身倦怠感、体重減 少等 の症候群 を伴い、発病が比較

的急性で 、肺 実質の結核性病変が重症 な ものに多 く、ま

た饅性型 よ りも急性型に多 いこ と、お よび冨 田(16)の 滲

餌液 中結核菌培養成績が 、二次性胸膜 炎では陽性82。8%
、

'n気胸性胸膜炎84 ・4%(一 次性胸膜炎70'3%)で あ り、

両者 に細菌学的に も差が認 められ ない ことなど と考 えあ

わせてみ ると》気胸性熱性胸膜炎締 人工気 胸療法経過

中に発生 した随伴性胸膜炎 と考 えられ る◎ ㌔

匝 塑 よび滲磁 融 分翻の比較卜 血媚 白像と
滲出液蛋 白像 との比較 は、電気泳動 法に よる蛋 白分翻測

定が行われる ように なつてか ら目ざま しい進歩 を した。

Luetscherは 、漿液蛋白質は、血 漿蛋白質 と同一一の主要

蛋白分劃を示 しボその相対的組成 が似 てい るとのべ(9)
へ

Seibertも 胸膜滲出液は総 蛋白濃度 を除けぱ、 その他の

成分の比率は血 漕のそれ と非常 に よく似てい るとのぺて

い る(10)。 これ よ りさき塩析法 で も、漿液 中のAI、Gl
3

は血漿申のそれ らと或程度の平行関係 があるとい うヒと

が 、多 くの研 究者に よつて報告 されている(1、4、7、 岩

田(17))。 第7表 に10人11例 について同時 に測定 した

血漿蛋 白分劃お よび滲出液蛋 白分劃 を示す。症 例30と

60と は同一人 で左側気胸性熱性 、右側気 胸性寒性滲斑液
も

瀦溜 を来 した例 である◎

滲出液 中の総 蛋白量 は常 に血漿の総 蛋白量 より低い。

そ して血漿中の総蛋 白量が高 い ものほ ど、滲出液中 の総

蛋 白量 も高 くな る傾 向があ るが(r=O・55,"O・08≦ ρ≦

0・85)、5%の 危険 率では両者に全 く相関関係がない と

い う可能性 を除外 しえない。先 にのぺた よ うに滲出液 の

蛋 白量が血漿蛋白濃 度のみに左右 され るので は な い か

ら、この結果は当然 のことである。つぎに滲出液 のAIIGI

一比 と血漿のAI/GI-・Jkと を比較 すると、正の相関関係

が見 られ(r=O・S90・59≦P≦O・97)、AIとGIと は
も

或程度近似 した比率 を竜つて 、血漿か ら滲出 しているこ

とがわかる。そ してそφ割 合は、第2図 に示す よ うに、

滲出液 中のAIの 総 蛋白に対す る比率は、血 漿中AIの

総 蛋白に対す る比車 よりも常に高 く、GIに おいてはそ

の傾向は小 さいがほぼ同様の関係 がみとめられ る◎ しか

しGIの 一種であ るFは 滲出液 中に見 られる比率がAL

β1に 比 べて遙かに小 さ く、所謂Defibriaati◎mの 現 象

が見 られ る◎ なお非蛋白性 の残余 一一Nは 、血漿 申、滲

出液中おおむね近 似 してい る。
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第7表 血漿 ならびに胸膜滲 出液の蛋 白分割
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医胸性胸殿 墾 レ 殿 に人工鋤 療漉 過中
に見 られ る気 胸性滲出液について考察 してみ よ5。 気胸

セ

性熱 性胸膜炎は ・気胸療法経過 中に合併 する随伴性胸膜

炎 と考 えられ る'ことは前述 の通 りである0そsで 最 も普

通 にみられ る気胸性寒性胸膜 炎について、May碗(18)はt

気胸が肺 の膨脹 を減少 し、著 しい硬直性 を生 じ、毛細管

うつ血 を起 し」虚脱 の程度 と虚 脱肺の血量の減少 とが比

例 してい ることか ら受動 性 肺 う つ血 であることを容認

し、 うつ血性心不全に見 られ る肺 うつ血お よび水腫 と同

一であ るとみな し、気 胸に合併す る大多数 の胸水 は濾出

液 で あ る と②べ て い る。 ま たPinnez鋤d五 【◎erke(19)

、は胸膜の透過鉾に関する広汎な研究の中で、章胸魅胸水

は濾出液とよぶに鐘当な例は1例 もないとのべている。
の

第b,6表 に示す よ うに・気 胸性寒 性胸膜 滲出液 の総 蛋白

量 は、特発性 、随伴性 ・気胸性熱性 と比べ て明 かに有 意

の減 少が証明 きれ た・なお:Fも 気胸栓塞性の上限が16。5
き

mg/d]で ・特発性 、麟 性 よ り嚇 に少 く
、萬G1も

有意 の減 少を認 める。 これ ら蛋白測簿の結果 と、他の臨

床炎症症状 ・すなわ ち、 発熱 、 咳漱 、 胸痛 、 圧迫 感筆
画 の

がさわめて少いζとと考え食せるとき、気胸性寒性胸膜

磯 鴫
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滲 出液 は・特発性 あるい は 随 伴性胸膜滲出液 に比べ る

と・ よ り濾出液 に近 い ものと思われ る。 しか し5つ 血性

心不全 の際 に起 る胸水の濾出液 の総蛋白量 α9～2.59現!両

(2・7・8・9)比 ぺれぼ明かに高 く、 また滲出液発生の

頻度 が・浸潤 の滲出性傾向大な るほ ど、またそ の広 さの

大な るほ ど、多 くなることから判断 して も、純然た る濾

出液 とは考 え られ ない。
ノ

V工 結 ・ 論

結 核性 胸膜炎61例 を、特 発性胸膜 炎、随伴性胸膜炎 、

気 胸性熱性 胸膜炎 、気胸性寒性胸膜炎の4型 に分類 し、

各型 胸膜滲出液 の蛋白量 をHo畑 氏法 に より測定 し、

総蛋 白、アルブ ミソ、 グロブ リソ、フイプ ソノーゲン、

A1/GL比 の差異 をあきらかに し、殊 に フイブ リノーゲ

ンが胸膜 炎の臨床症状 と密接 な関係 があるこ とを知 り、

フイブ リノーゲンを申心 として、胸膜滲出液の蛋白分劃

につ いて知 り得 た主要 な成績 について のべた。 ・

(1)滲 出液申の ブイ プリノ ーゲ ソ量 は特 発性胸膜炎

に最 も多 く・ついで随 伴性胸膜 炎お よび気胸性熱性胸膜

炎に多 く、気胸性寒性胸膜炎には最 も少い。

(2)フ イプ リノーゲ ソ量 と、滲出液瀦溜時 の最高体

温 とは正の相関関係 が認 められ 、発熱 が高いほ ど、フイ

ブ リノ触ゲ ソ量が多い傾向が ある。また胸痛 、咳鰍 、圧

迫感 などの炎症症 状の強い ものほ ど増量 してい る傾向が

ある。

(3)総 蛋白量お よびグ ロブ リン量 も特 発性胸膜 炎に

最 も多く、ついで随 伴性 お よ び 気胸性熱性 胸膜 炎に多

く、気胸性寒性胸膜炎には最 も少い6ア ル ブ ミンはひ と

り気胸性寒性胸膜炎には少 いが、その他に拡 有意の差 は

ない。

(4)人 工気 胸療法経過中に最 も しぼ しぽ経験 ナ る気

胸性寒性 胸膜 炎が ・そ の滲出液中に総 蛋白量お よび・ フー、

イプ リノ㌔ ゲ ン量が少 く、発熱 、胸痛 、咳鰍 、圧迫感 な

どの炎症症状 の少い こ とは 、そ の滲出液が濾出液に ま り

近い こ とを示す ものであるσ

(5)・ 気 胸性熱 性胸膜 炎が 、随伴性 胸 膜 炎 と くらぺ

て、滲出液中の総 蛋白、アル ブ ミソ、グロブ リソ、フイ

ブ リノーゲン、AI/G正 比 などに差 がな く、発熱仮 応 お

よび一定 の臨床炎症症候 性を有 するこ とは、それが 、気

胸療法経過 中に発生す る随伴性 胸 膜 炎 であ ることを示

す。'

欄筆 ナるに臨 み御校閲 を賜つた恩師佐 々教 授な らびに

御指導 を賜 つた藤田博士 に深 謝する。 ・
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